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その

自己肯定力 ｛自己の力を客観的に把握し、その力を発揮して前向きに取り組む力を身につける｝

思 考 力 ｛基礎知識を身につけ、さまざまな事象に対して、「What？」「Why？」を考える力を身につける｝

課題解決力 ｛課題を発見し、分析し、解決の道筋を作り出す力を身につける｝

継 続 力 ｛ものごとの実現のために、嫌なことや苦手なことを避けず、あきらめずに成し遂げる力を身につける｝

傾 聴 力 ｛他者を尊重し、その考えを虚心坦懐に聞くことができる力を身につける｝

発 信 力 ｛自己の認識や理解を他者に的確に伝える力を身につける｝

協 働 力 ｛他者とともに課題を共有し、意見を交換し合いながら連携して行動できる力を身につける｝

西高ＰＣとは、西会津高校が生徒、保護者、地域に誓う、本校教育活動で育みたい資質・能力の総称です。ＰＣは公的な
約束を意味する Public Commitment の頭文字であり、さらに教育活動計画の評価を意味する Plan Check の略でもあります。

教育
方針

西会津高校で学んだことに誇りと自信を持って人生を歩み、夢の実現に向けて努

力する人間を育成するとともに、会津地域と西会津町に立脚した高等学校として、

地域に根ざした教育活動をおこなう高校づくりを実践する。

校 訓

不撓不屈困難にあってもひるま
ず、くじけないこと

質実剛健飾り気なくまじめで、
たくましく健やかなこと

ＣＳ（コミュニティ・スクール）の展開
①地域の資源を活かした授業の実践

バラエティ豊富な授業を実現するため、外部人材（なかんずく地域人材）を積極・
的に登用するとともに、地域環境を活用した授業を展開する。そのために校内の
地域連携担当教職員と西高コーディネーターの連携を密にして活動する。

②地域の資源を活かした学校行事の実践
校内で完結するだけの学校行事ではなく、地元と連携し地域社会とつながった・
学校行事を計画的に実践し、西会津高校ならではの教育活動を実現する。

③外部機関と連携した“チーム学校”の展開
家庭はもとより、ＳＣ（スクールカウンセラー）やＳＳＷ（スクールソーシャルワーカ・
ー）、さらに自治体や各種外部機関と連携し、生徒のためのチーム学校を実現す
る。

教育
理念

西高ＰＣの実現
①西高ＰＣによる授業と評価の改善

西高ＰＣに掲げた７つの力を生徒に身につけさせる授業・学校行事を展開・
し、生徒が自己の取組みを省みることができる評価を実践する。

②西高ＰＣによる教育活動のチェック
西高ＰＣに掲げた７つの力がついたかどうかを基準にして、教育活動のチェッ・
クを行うとともに、生徒による授業評価のためのアンケート調査を、各授業に
おいて年 2 回以上実施する。

③モバイル端末を授業・家庭学習に積極的に取り入れる
全教科全学年でモバイル端末を授業に有効利用し、生徒の学習活動を自主・
的・自律的なものに鍛錬するとともに、そのモバイル性を授業だけではなく家
庭学習の活性化にも敷衍し、自分の頭で考えられる人間を育成する。

７つの力は、上４

つが「個人力」

下３つが「社会

力」のカテゴ
リーに

区分されます。

西高ＰＣ

西高のソコヂカラ充実プロジェクト～西会津高校の教育力をさらにアップするための重点目標と実践事項～


